
中
世
室
町
期
に
お
け
る
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
意
味
・
用
法

︱
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
成
立
再
考

︱

山

本

佐

和

子

一

問
題
の
所
在

室
町
期
の
抄
物
資
料
で
︑
活
用
語
の
終
止
連
体
形
に
後
接
し
て
推
量
を
表
す

﹁
ゲ
ナ
﹂
が
広
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
︑
湯
沢
︵
一
九
二
九
︶
で
指
摘
さ
れ
て

以
来
︑
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
︵
土
井
一
九
三
八
︑
佐
田
一
九
七
二
︑

仙
波
一
九
七
六
︑
青
木
博

二
〇
〇
七
︑
山
田
二
〇
一
〇
な
ど
︶︒

⑴
ａ
．
ヤ
レ
杜
鵑
ハ
吾
ガ
心
中
ヲ
知
テ
不
如
帰
ト
ナ
ク
ゲ
ナ
ヨ

︵
中
華
若
木
詩
抄
・
上
42
ウ
：
湯
沢
一
九
二
九
)

ｂ
．
爰
ニ
白
鴎
ヤ
鶯
ヤ
ナ
ン
ド
ガ
有
ウ
ズ
処
デ
ア
ル
ガ
︑
人
近
ナ
ホ
ド
ニ

ナ
イ
ゲ
ナ
ゾ

︵
丁
亥
版
山
谷
抄
・
一
四
35
ウ
：
山
田
二
〇
一
〇
)

ｃ
．
言
語
道
断
︑
面
白
景
ソ
︒
推
量
ス
ル
ニ
︑
是
ハ
天
カ
我
ニ
詩
ヲ
ツ
ク

ラ
セ
ウ
ト
テ
︑
カ
ウ
ア
ル
ケ
ナ
ソ
︒

︵
四
河
入
海
・
九
ノ
一
�
ウ
)

こ
れ
ら
の
﹁
ゲ
ナ
﹂
が
表
す
﹁
推
量
﹂
に
つ
い
て
︑
先
行
研
究
で
は
︑﹁
述

べ
ら
れ
る
事
物
を
主
と
し
て
客
観
的
に
言
え
ば
状
態
︑
︵
中
略
︶
主
観
的
に
は

推
量
の
意
を
示
す
﹂︵
湯
沢
︑
三
六
六
頁
︶︑
﹁
確
か
な
根
拠
に
基
づ
く
推
量
﹂

︵
仙
波
一
九
七
六
︶
な
ど
と
説
明
さ
れ
て
い
る
︒

詳
し
く
み
て
み
る
と
︑
⑴
ａ

で
は
﹁
ゲ
ナ
﹂
が
付
く
動
詞
が
表
す
﹁
杜
鵑

︵
ホ
ト
ト
ギ
ス
︶﹂
の
鳴
く
声
を
作
者
は
既
に
聞
い
て
お
り
︑
⑴
ｂ
﹁
白
鴎
や
鶯

な
ど
が
い
な
い
﹂
︑
⑴
ｃ
﹁
景
色
が
こ
う
あ
る
﹂
も
明
ら
か
な
事
実
で
あ
る
︒

﹁
⁝
ゲ
ナ
﹂
は
波
線
を
付
し
た
︑
そ
れ
ら
の
事
柄
の
理
由
や
原
因
に
つ
い
て
の

推
量
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
︒
当
期
の
﹁
ゲ
ナ
﹂
は
︑
モ
ダ
リ
テ
ィ
研

究
で
﹁
本
体
把
握
﹂
﹁
内
実
推
定
・
原
因
推
定
﹂
と
呼
ば
れ
る
意
味
を
表
す
と

思
わ
れ
る
︒

モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
﹁
ゲ
ナ
﹂
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
の
多
く
は
︑﹁
ゲ
ナ
﹂

に
伝
聞
の
意
味
が
生
じ
る
近
世
前
期
を
対
象
と
す
る
︒
本
稿
で
は
︑
室
町
期
の

﹁
ゲ
ナ
﹂
が
な
ぜ
右
の
よ
う
な
意
味
・
用
法
な
の
か
を
︑
元
に
な
っ
た
と
さ
れ

中
世
室
町
期
に
お
け
る
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
意
味
・
用
法

一
七
〇



る
形
容
動
詞
派
生
接
辞
﹁
～
ゲ
ナ
リ
﹂
の
史
的
変
化
と
の
関
わ
り
か
ら
考
え
て

み
た
い
︒

二

モ
ダ
リ
テ
ィ
の
先
行
研
究

︱
﹁
本
体
把
握
﹂・﹁
推
定
﹂

室
町
期
の
抄
物
に
お
け
る
意
味
・
用
法
の
検
討
に
入
る
前
に
︑
モ
ダ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
先
行
研
究
を
確
認
し
て
お
き
た
い
︒

現
代
語
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
は①
︑
意
味
や
文
法
的
振
る
舞
い
の
差
か
ら
︑

﹁
ダ
ロ
ウ
﹂
と
︑
そ
れ
以
外
の
﹁
ラ
シ
イ
﹂﹁
ヨ
ウ
ダ
﹂﹁
ミ
タ
イ
ダ
﹂﹁
カ
モ
シ

レ
ナ
イ
﹂﹁
ニ
チ
ガ
イ
ナ
イ
﹂
等
に
大
き
く
二
分
で
き
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
︒意

味
で
は
︑﹁
ダ
ロ
ウ
﹂
は
︑﹁
ダ
﹂
や
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
が
付
か
な
い
言
い

切
り
の
文
と
並
ぶ
も
の
で
︑﹁
判
断
肯
定
性
の
分
化
﹂︵
野
村
二
〇
〇
三
︶︑﹁
叙

実
法
﹂︵
大
鹿
一
九
九
三
・
二
〇
〇
四
︶
等
と
い
わ
れ
︑
あ
る
事
柄
・
事
態
を

事
実
と
し
て
想
定
す
る
こ
と
を
表
す
と
さ
れ
る
︒
一
方
︑﹁
ラ
シ
イ
﹂
等
は
︑

事
柄
・
事
態
が
話
者
の
判
断
を
離
れ
て
も
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
︑
そ
の
事

柄
・
事
態
が
何
ら
か
の
﹁
前
ぶ
れ
︑
し
る
し
︑
気
配
︑
痕
跡
﹂︵
奥
田
一
九
八

五
︶
等
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
表
す
と
い
う
︒
文
法
的
振
る
舞
い

と
し
て
︑
否
定
は
ど
ち
ら
も
不
可
能
だ
が
︑﹁
ダ
ロ
ウ
﹂
の
ほ
う
は
︑
疑
問
文

︵﹁
～
だ
ろ
う
か
﹂︶
に
で
き
る
と
い
う
差
も
注
目
さ
れ
て
い
る
︵
森
山
一
九
九

二②
︶︒

現
代
語
の
﹁
ラ
シ
イ
﹂
や
﹁
ヨ
ウ
ダ
﹂
﹁
ミ
タ
イ
ダ
﹂
が
表
す
︑
右
の
よ
う

な
客
観
的
な
対
象
に
対
す
る
主
観
的
な
捉
え
方
は
︑
﹁
本
体
把
握
﹂
や
﹁
推
定

︵
内
実
推
定
・
原
因
推
定
︶﹂
と
説
明
さ
れ
て
い
る
︒

﹁
本
体
把
握
﹂
は
︑
大
鹿
︵
一
九
九
五
︶
が
﹁
ラ
シ
イ
﹂
に
つ
い
て
指
摘
す

る
も
の
で
︑﹁
ラ
シ
イ
﹂
は
︑
﹁
所
与
の
事
態
か
ら
そ
の
背
後
に
あ
る
︑
全
体
と

し
て
の
事
態
を
把
握
し
て
い
る
﹂
と
い
っ
た
意
味
を
表
す
と
い
う
︒

⑵
ａ
．︵
呼
び
出
し
音
を
十
回
以
上
鳴
ら
し
続
け
て
も
︑
電
話
に
出
な
い
と

い
う
情
況
＝
所
与
︶
ど
う
も
留
守
ら
し
い
︒

ｂ
．
会
議
が
終
わ
っ
た
ら
し
い
︒
資
料
を
抱
え
た
数
人
の
メ
ン
バ
ー
が
談

笑
し
な
が
ら
︑
出
て
き
た
︒

︵
ａ
︐
ｂ
と
も
︑
大
鹿
論
文
)

右
の
意
味
か
ら
︑﹁
ラ
シ
イ
﹂
が
使
わ
れ
る
情
況
は
︑
そ
の
情
況
が
﹁
⁝
ら
し

い
﹂
と
判
断
さ
れ
る
内
容
の
帰
結
や
結
果
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
と
い
う
︒

大
鹿
論
文
で
は
︑
こ
の
意
味
関
係
が
次
の
よ
う
な
表
で
整
理
さ
れ
て
い
る
︒

判
断
の
根
拠

判
断
の
内
容

帰
結
・
結
果

理
由
・
原
因

資
料
を
抱
え
た
数
人
の
メ
ン
バ
ー
が
談
笑
し
な
が
ら
出
て
き
た

会
議
が
終
わ
っ
た

﹁
⁝
ら
し
い
﹂
が
表
す
判
断
の
内
容
は
︑
所
与
の
事
態
の
理
由
・
原
因
と
な
る
︒

た
だ
し
︑
原
因
・
理
由
と
い
っ
た
意
味
は
︑﹁
ラ
シ
イ
﹂
が
本
体
把
握
を
表

す
た
め
に
読
み
取
ら
れ
る
も
の
で
︑
﹁
ラ
シ
イ
﹂
が
表
す
意
味
で
は
な
い
︒
こ

中
世
室
町
期
に
お
け
る
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
意
味
・
用
法

一
七
一



の
こ
と
は
︑
殆
ど
の
例
で
﹁
ノ
ダ
ロ
ウ
﹂
と
言
換
え
可
能
だ
が
︑
判
断
の
根
拠
︑

痕
跡
が
な
い
情
況
で
は
︑﹁
ラ
シ
イ
﹂
が
不
自
然
に
な
る
こ
と
か
ら
分
か
る
と

い
う
︒

⑶
︵
定
例
と
な
っ
て
い
る
飲
み
会
に
い
つ
も
来
る
人
が
来
な
か
っ
た
の
で
︑

家
に
帰
っ
て
か
ら
そ
の
理
由
を
考
え
た
と
い
う
情
況
で
︶
家
の
方
で
︑
よ

ん
ど
こ
ろ
な
い
用
事
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
／
＊

ら
し
い

ま
た
︑
近
世
江
戸
語
の
﹁
ヨ
ウ
ダ
﹂﹁
ソ
ウ
ダ
﹂
を
扱
っ
た
岡
部
︵
二
〇
一

一
︶
で
は
︑
大
鹿
の
﹁
本
体
把
握
﹂
に
当
た
る
意
味
を
﹁
推
定
﹂
と
し
︑﹁
現

在
話
し
手
が
認
識
し
て
い
る
状
況
の
背
後
の
事
情
を
推
定
す
る
﹂
と
定
義
す
る
︒

﹁
推
定
﹂
は
さ
ら
に
︑
話
し
手
が
現
在
把
握
し
て
い
る
状
況
の
内
実
を
推
定
す

る
﹁
内
実
推
定
﹂︑
話
し
手
が
現
在
把
握
し
て
い
る
状
況
を
も
た
ら
し
た
過
去

の
出
来
事
を
推
定
す
る
﹁
原
因
推
定
﹂
に
二
分
で
き
︑
現
代
語
﹁
ヨ
ウ
ダ
﹂
が

両
方
を
表
す
の
に
対
し
︑
江
戸
語
﹁
ヨ
ウ
ダ
﹂
は
﹁
内
実
推
定
﹂
の
み
を
表
す

と
い
う
︒

⑷
ａ
．︵
外
か
ら
ザ
ー
と
い
う
音
が
す
る
の
を
聞
い
て
︶
外
で
は
雨
が
降
っ

て
い
る
よ
う
だ
︒︿
内
実
推
定
﹀

ｂ
．︵
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
は
ず
の
友
人
が
車
を
運
転
し
て
い
る
の
を

見
て
︶
春
休
み
の
間
に
教
習
所
に
通
っ
た
よ
う
だ
︒︿
原
因
推
定
﹀

ｃ
．
松
次
郎
は
眼
を
覚
し
︑﹁
何
だ
か
大
分
︻
時
刻
ガ
︼
お
そ
い
様
だ
の
﹂

︵
人
情
本
・
花
筐
：
岡
部
二
〇
一
一
)

以
上
の
﹁
本
体
把
握
﹂
・
﹁
推
定
﹂
の
説
明
を
踏
ま
え
て
︑
抄
物
の
﹁
ゲ
ナ
﹂
の

用
い
方
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
︒

三

抄
物
に
お
け
る
意
味
・
用
法

三
︱

一

形
態
的
特
徴

ま
ず
︑﹁
ゲ
ナ
﹂
の
形
態
的
特
徴
を
確
認
す
る
︒

モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
﹁
ゲ
ナ
﹂
は
︑
形
容
動
詞
派
生
接
辞
﹁
～
ゲ
ナ
リ
﹂
か
ら

生
じ
た
も
の
で
あ
る
︵
以
下
︑
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
を
﹁
ゲ
ナ
﹂︑
接
辞
を
﹁
～

ゲ
ナ
リ
﹂
と
表
示
︶︒
接
辞
﹁
～
ゲ
ナ
リ
﹂
は
︑
主
に
ク
活
用
・
シ
ク
活
用
形

容
詞
か
ら
形
容
動
詞
を
派
生
す
る
接
辞
で
︑
平
安
期
の
︑
特
に
和
文
で
高
い
生

産
性
を
示
す
が
︑
中
世
に
な
る
と
新
た
な
語
は
派
生
さ
れ
に
く
く
な
る
︵
青

木
玲

一
九
八
一③
︶
︒
抄
物
で
は
︑﹁
を
か
し
げ
な
︿
身
分
が
低
く
て
取
る
に
足
ら

な
い
﹀﹂
な
ど
︑
多
用
さ
れ
る
語
は
一
部
に
留
ま
る
︒

⑸
ａ
．
言
ハ
︑
カ
ヽ
ル
ヲ
カ
シ
ケ
ナ
ル
小
家
ノ
平
百
姓
ソ
︒

︵
史
記
桃
源
抄
・
四
63
ウ
)

ｂ
．
暴
雨
ヲ
ア
リ
〳
〵
ト
ツ
ク
ラ
ン
タ
メ
ニ
︑
モ
ノ
ヲ
ソ
ロ
シ
ケ
ニ
先
ツ

第
一
第
二
第
三
等
ヲ
設
也
︒

︵
四
河
入
海
・
七
ノ
一
24
オ
)

派
生
接
辞
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
の
差
と
し
て
︑
形
容
動
詞
に
は
当
然
な
が
ら
︑

⑸
ａ
の
よ
う
な
連
体
用
法
や
︑
⑸
ｂ
の
よ
う
な
連
用
用
法
が
見
ら
れ
る
の
に
対

し
︑
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
﹁
ゲ
ナ
﹂
は
殆
ど
活
用
せ
ず
︑
文
末
用
法
の
み
認
め
ら

中
世
室
町
期
に
お
け
る
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
意
味
・
用
法

一
七
二



れ
る
︒﹁
ゲ
ナ
﹂
が
活
用
す
る
の
は
︑
丁
寧
語
﹁
候
﹂
が
後
接
し
た
﹁
ゲ
ニ
候
﹂

と④
︑
原
因
・
理
由
を
表
す
従
属
節
と
な
る
場
合
の
﹁
⁝
ゲ
デ
﹂
に
限
ら
れ
る⑤
︒

⑹
ａ
．︹
蓺
麻
︱
︻
如
之
何
︼︺
麻
ヲ
ウ
ユ
ル
ハ
イ
カ
ニ
モ
熟
地
ヲ
エ
ラ
ウ
テ

ウ
ユ
ル
ケ
ニ
候
︒
七
反
ホ
リ
カ
ヘ
ス
ト
ヤ
ラ
云
ソ
︒︵

毛
詩
抄
・
五
	
オ
)

ｂ
．︹
有
美
︱
︻
一
人
︒
碩
大
且
巻
︼︺
碩
大
ト
云
ハ
タ
ケ
タ
カ
イ
ヲ
云
ソ
︒

ヒ
キ
イ
ハ
ミ
タ
ム
ナ
イ
ケ
ニ
候
︒
タ
ケ
タ
カ
イ
ヲ
美
人
ト
云
タ
程
ニ
ソ
︒

︵
毛
詩
抄
・
七
14
ウ⑥
)

⑺
ａ
．︹
飄
︱
︻
蕭
紙
窓
明
︼︺
雪
ヲ
ハ
未
見
ト
モ
何
サ
マ
フ
ル
ケ
テ
︑
窓
カ

明
ニ
ナ
ル
ソ
︒

︵
四
河
入
海
・
七
ノ
一
�
ウ
)

ｂ
．︹
漸
︱
︻
聞
鐘
磬
音
︼︺
漸
ク
高
峯
ノ
塔
ニ
チ
カ
イ
ケ
テ
︑
鐘
磬
ノ

ヒ
ヽ
キ
カ
ス
ル
ソ
︒

︵
四
河
入
海
・
六
ノ
一
14
オ
)

当
期
の
形
容
動
詞
連
用
形
は
︑
通
常
の
連
用
修
飾
で
は
﹁
ニ
﹂︑
並
列
・
中

止
法
で
﹁
デ
﹂
と
な
る
︵
土
井
一
九
三
八
︑
坪
井
一
九
八
一⑦
︶︒
山
田
︵
二
〇

〇
一
︶
で
は
︑
形
容
動
詞
の
﹁
デ
﹂
形
は
概
ね
﹁
で
あ
っ
て
﹂
の
意
味
で
︑
次

に
続
く
事
柄
の
原
因
・
理
由
・
根
拠
を
表
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
︒

⑻
ａ
．
南
方
ハ
ア
タ
ヽ
テ
︑
梅
カ
多
テ
実
カ
ナ
ル
ソ

︵
玉
塵
抄
・
二
一
36
ウ
)

ｂ
．
酒
カ
ノ
ミ
タ
ク
ト
モ
サ
カ
テ
ノ
銭
カ
貧
テ
ア
ル
マ
イ
ソ

︵
玉
塵
抄
・
三
八
�
ウ
：
山
田
二
〇
〇
一
)

﹁
貧
︵
ひ
ん
︶
な
︑
貧
に
﹂
は
︑
貧
乏
を
表
し
て
当
期
よ
く
用
い
ら
れ
る
語
で
︑

⑻
ｂ
は
︑﹁
貧
乏
で
︑︵
酒
手
が
︶
あ
る
は
ず
も
な
い
﹂
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
︒

⑺
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
﹁
⁝
ゲ
デ
﹂
の
例
で
も
﹁
雪
が
降
る
よ
う
で
︑
窓
が
明

る
く
な
っ
た
﹂
︑﹁
塔
に
近
い
よ
う
で
︑
鐘
の
音
が
響
く
﹂
の
よ
う
に
︑
﹁
⁝
ゲ

デ
﹂
が
表
す
事
態
が
︑
後
に
続
く
部
分
が
表
す
事
態
と
理
由
・
原
因
の
関
係
に

な
っ
て
い
る
︒﹁
ゲ
デ
﹂
は
︑
﹁
⁝
ゲ
ナ
﹂
が
表
す
判
断
が
理
由
・
原
因
と
な
る

こ
と
を
示
す
と
共
に
︑
形
容
動
詞
派
生
接
辞
と
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
近
さ
を
窺
わ
せ
る
︒

さ
ら
に
︑
抄
物
で
は
︑
﹁
ゲ
ナ
﹂
は
原
則
︑
活
用
語
の
終
止
連
体
形
に
後
接

す
る
が
︑
存
在
詞
﹁
あ
る
﹂
と
︑
こ
れ
を
用
い
た
文
法
形
式

︱
繫
辞
﹁
デ
ア

ル
﹂︑
ア
ス
ペ
ク
ト
﹁
テ
ア
ル
﹂
や
敬
語
﹁
オ
～
ア
ル
﹂
で
は
︑
連
用
形
に
付

く
﹁
～
ア
リ
ゲ
ナ
﹂
の
形
が
認
め
ら
れ
る⑧
︒

⑼
ａ
．︹
何
処
︱
︻
鶯
鳴
切
︼
移
︻
時
独
未
休
︼︺
二
義
ア
リ
︒
尚
モ
面
白
処

カ
ア
ル
ケ
ナ
ヨ
︒
余
ノ
鶯
ハ
鳴
キ
ヤ
ム
ニ
云
々
也
︒
或
⁝
君
子
在
レ
ト
モ

㆑

此
︑
小
人
ノ
心
ニ
面
白
人
ヲ
ハ
不
ト
モ

賞
翫
︑
独
声ネ
ヲ

取ト
リ

ス
マ
イ
テ
啼
テ

居
タ
者モ
ノ

ア
リ
ケ
ナ
︒

︵
杜
詩
続
翠
抄
・
九
25
ウ
)

ｂ
．
此
淵
ニ
ハ
神
竜
モ
ア
リ
ケ
テ
︑
水
ノ
ト
ハ
シ
リ
如
雹
ニ
シ
テ
昼
モ
ク

ラ
キ
ソ
︒

︵
四
河
入
海
・
七
ノ
四
�
ウ
)

ｃ
．︹
九
門
︺
タ
イ
リ
ノ
門
ハ
重
々
ニ
九
エ
ア
リ
ケ
ナ
ソ
︒

︵
玉
塵
抄
・
二
一
89
オ
)

⑽
ａ
．
爵
ヲ
云
モ
ア
リ
︑
氏
ヲ
云
モ
ア
リ
︑
⁝
馮
敬
︱
ト
姓
名
ヲ
云
モ
ア
ル

中
世
室
町
期
に
お
け
る
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
意
味
・
用
法
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三



ソ
︒
此
ハ
其
時
ノ
云
ツ
ケ
テ
ア
リ
ケ
ナ
ソ
︒︵

漢
書
列
伝
竺
桃
抄
・
41
ウ
)

ｂ
．
三
十
巻
ハ
カ
リ
有
物
チ
ヤ
ケ
ニ
候
︒
面
白
物
テ
ア
リ
ケ
ニ
候
ソ
︒

︵
蒙
求
抄
・
二
35
ウ
)

ｃ
．
今
ヨ
リ
以
後
花
チ
リ
テ
実
カ
ナ
リ
テ
︑
子
モ
チ
カ
母
ニ
ナ
リ
テ
衰
ス

ル
事
ヲ
人
ニ
見
セ
ジ
ト
テ
︑
サ
テ
風
カ
吹
折
テ
ア
リ
ケ
ナ
ト
坡
意
ナ

ラ
ハ
推
シ
テ
ア
ル
ト
云
ソ
︒

︵
四
河
入
海
・
十
四
ノ
三
21
ウ
)

ｄ
．︹
野
人
留
我
宿
︺
サ
テ
有
情
ノ
野
人
モ
李
氏
ノ
知
音
テ
︑
其
跡
ヲ

︹
坡
が
︺
御
尋
ア
リ
ケ
ナ
ト
云
テ
留
我
宿
セ
シ
ム
ル
ソ
︒

︵
四
河
入
海
・
三
ノ
二
26
ウ
)

⑼
が
存
在
動
詞
︑
⑽
が
﹁
デ
ア
ル
﹂
な
ど
の
例
で
あ
る
︒
⑼
ａ
や
⑽
ｂ
の
よ

う
に
︑﹁
ア
ル
ゲ
ナ
﹂
や
﹁
ヂ
ャ
ゲ
ナ
﹂
と
連
続
し
て
使
わ
れ
る
例
が
複
数
あ

り
︑﹁
連
用
形
＋
ゲ
ナ
﹂
と
﹁
終
止
連
体
形
＋
ゲ
ナ
﹂
と
で
意
味
・
用
法
に
明

ら
か
な
違
い
は
な
い
︒
他
に
も
︑﹁
デ
ハ
ナ
イ
﹂︑
形
容
詞
﹁
よ
い
︿
良
﹀﹂
で
︑

﹁
語
幹
＋
ゲ
ナ
﹂
と
﹁
終
止
連
体
形
＋
ゲ
ナ
﹂
と
が
同
じ
よ
う
に
用
い
ら
れ
て

い
る
︒

⑾

辺
伯
ト
云
ハ
別
シ
テ
人
名
テ
ハ
ナ
ケ
ナ
ソ
︒
(史
記
桃
源
抄
・
二
105
ウ
)

︹
参
考
︺
周
公
ノ
解
夢
書
ト
云
カ
ア
ル
ソ
︒
其
テ
モ
ナ
イ
ケ
ニ
候
︒

︵
毛
詩
抄
・
一
一
15
オ
)

⑿
ａ
．
此
ハ
古
本
ノ
︑
趙
ト
云
字
ノ
ナ
ウ
テ
伐
ハ
作
代
タ
カ
︑
ヨ
ケ
ナ
ソ
︒

︵
史
記
桃
源
抄
・
四
12
ウ
)

ｂ
．
席
ハ
ハ
イ
テ
ト
モ
︑
ケ
ツ
ル
ト
モ
︑
ナ
ツ
ル
ト
モ
︑
ハ
ツ
ヽ
テ
ト
モ

云
ソ
︒
⁝
ハ
ツ
ヽ
テ
ト
云
カ
ヨ
ケ
ニ
候
︒

︵
蒙
求
抄
・
五
42
オ
)

︹
参
考
︺
是
ハ
鄭
玄
カ
ヽ
ヨ
イ
ケ
ナ
ソ
︒

︵
毛
詩
抄
・
三
�
ウ
)

﹁
ヨ
ゲ
ナ
﹂﹁
ヨ
イ
ゲ
ナ
﹂
は
︑
⑿
ａ
の
﹁︵﹁
羗
瘣
伐
趙
⁝
﹂
と
い
う
本
文
に
対

し
て
︶﹁
趙
﹂
の
字
は
な
く
︑
﹁
伐
﹂
を
﹁
代
﹂
と
す
る
本
文
の
ほ
う
が
よ
い
﹂

の
よ
う
に
︑
原
典
の
誤
字
・
異
同
や
訓
み
︑
解
釈
の
良
否
に
つ
い
て
の
抄
物
作

成
者
の
判
断
を
表
す
︒
﹁
ヨ
ゲ
ナ
﹂
は
︑
形
容
詞
語
幹
に
﹁
ゲ
ナ
﹂
が
付
く
と

い
う
︑﹁
～
ゲ
ナ
リ
﹂
型
形
容
動
詞
と
同
じ
語
形
で
あ
る
︒

こ
の
よ
う
に
︑
﹁
あ
る
﹂
や
﹁
で
あ
る
﹂﹁
で
は
な
い
﹂︑
話
者
の
判
断
・
評

価
を
表
す
﹁
よ
い
﹂
で
︑
接
辞
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
と
が
近
似
す
る
点
は
︑
モ

ダ
リ
テ
ィ
形
式
の
発
生
を
考
え
る
う
え
で
注
意
さ
れ
る
︒

三
︱

二

﹁
ゲ
ナ
﹂
の
意
味

抄
物
の
﹁
ゲ
ナ
﹂
に
つ
い
て
︑
今
の
と
こ
ろ
︑
現
代
語
﹁
ラ
シ
イ
﹂
等
と
同

じ
く
否
定
文
や
疑
問
文
の
例
は
見
出
し
て
い
な
い
︵
調
査
範
囲
は
稿
末
に
示

す
︶︒近

く
︑
抄
物
の
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
意
味
を
考
察
し
た
︑
山
田
︵
二
〇
一
〇
︶
は
︑

数
多
く
の
抄
物
の
用
例
を
博
捜
し
︑
特
徴
的
な
構
文
を
見
出
さ
れ
て
い
る
が
︑

意
味
に
つ
い
て
は
︑
大
き
く
分
け
て
﹁
根
拠
の
あ
る
推
定
﹂﹁
断
定
の
和
ら
げ
﹂

中
世
室
町
期
に
お
け
る
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
意
味
・
用
法

一
七
四



の
二
つ
を
表
す
と
さ
れ
て
い
る
︒﹁
断
定
の
和
ら
げ
﹂
は
︑
現
代
語
﹁
ダ
ロ
ウ
﹂

に
つ
い
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
意
味
で⑨
︑
こ
れ
に
つ
い
て
は
︑﹁
ダ
ロ
ウ
﹂

が
推
量
を
表
す
た
め
に
そ
の
よ
う
な
使
い
方
が
可
能
に
な
る
も
の
で
︑﹁
ダ
ロ

ウ
﹂
と
い
う
形
式
の
意
味
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
︵
奥
田
一
九
八
四
・

一
九
八
五
︑
大
鹿
一
九
九
三
︶︒

ま
た
︑﹁
根
拠
﹂
は
﹁
ゲ
ナ
﹂
に
つ
い
て
多
く
の
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
が
︑

規
定
が
曖
昧
で
あ
る
︒
例
え
ば
︑
次
の
例
で
は
︑﹁
舟
人
ド
モ
ガ
高
声
ヲ
シ
タ

ソ
﹂
が
﹁
根
拠
﹂
と
さ
れ
る
︒

⒀
夜
ニ
ナ
リ
テ
舟
中
ニ
臥
シ
テ
居
タ
レ
バ
︑
舟
人
ド
モ
ガ
高
声
ヲ
シ
タ
ソ
︒

盧
綸
ガ
意
ニ
︑
潮
ガ
生
ジ
タ
ル
ニ
依
テ
︑
ナ
ニ
ト
舟
ヲ
イ
タ
サ
ン
カ
日
波ミ

ハ
イ
カ
ヽ
ア
ル
ベ
キ
ナ
ト
ヽ
談
合
ス
ル
ゲ
ナ
ト
推
量
シ
タ
ソ
︒

︵
丁
丑
版
三
体
詩
抄
・
二
︱

二
12
オ
)

﹁
舟
人
ど
も
が
声
高
に
話
し
合
っ
て
い
る
﹂
事
態
は
︑
確
か
に
﹁
話
者
が
事
実

と
し
て
確
認
し
て
い
る
こ
と
﹂︵
山
田
論
文
の
﹁
根
拠
﹂︶
で
あ
る
が
︑
そ
の
事

態
に
つ
い
て
の
﹁
潮
が
生
じ
た
の
で
舟
を
出
そ
う
か
話
し
合
っ
て
い
る
ゲ
ナ
﹂

と
い
う
判
断
は
︑
論
理
的
な
必
然
性
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
︒
舟
人
が
大
声
を

出
し
て
い
る
の
は
︑
酒
盛
り
を
し
た
り
︑
客
を
誘
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
︒

﹁
⁝
ゲ
ナ
﹂
が
表
す
の
は
︑﹁
ラ
シ
イ
﹂
等
と
同
じ
く
︑﹁
所
与
の
事
態
か
ら
そ

の
背
後
に
あ
る
︑
全
体
と
し
て
の
事
態
を
把
握
し
て
い
る
﹂︑﹁
推
定
﹂
と
い
わ

れ
る
所
与
に
対
す
る
判
断
で
︑﹁
私
は
︑
そ
の
事
柄
は
凡
そ
⁝
よ
う
な
も
の
だ

と
把
握
し
て
い
る
﹂
と
い
っ
た
意
味
だ
と
考
え
ら
れ
る
︒

抄
物
に
お
け
る
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
文
末
用
法
に
は
︑
︵
一
︶
抄
物
の
作
成
者
︵
講

者
・
抄
者
︶
の
判
断
を
表
す
も
の
と
︑
︵
二
︶
文
中
の
登
場
人
物
︵
漢
詩
文
の

作
者
も
含
む
︶
の
判
断
を
表
す
も
の
と
が
あ
る⑩
︒
こ
こ
ま
で
挙
げ
た
例
で
は
︑

︵
一
︶
が
⑹
ａ
・
ｂ
︑
⑼
ｃ
︑
⑽
ａ
・
ｂ
︑
⑾
︑
⑿
ａ
・
ｂ
︑
︵
二
︶
が
⑺
ａ
・

ｂ
︑
⑼
ａ
・
ｂ
︑
⑽
ｃ
・
ｄ
︑
⒀
で
あ
る
︒

︵
一
︶
の
抄
物
の
作
成
者
の
判
断
を
表
す
場
合
は
︑﹁︹
原
典
の
語
句
︺
ハ
⁝
ゲ

ナ
﹂
と
い
う
︑
単
純
な
構
文
が
多
く
な
る
︒
次
は
︑
原
典
の
用
字
・
本
文
を
示

し
︑
作
成
者
が
現
状
そ
う
な
っ
て
い
る
理
由
を
﹁
⁝
ゲ
ナ
﹂
で
述
べ
て
い
る
︒

⒁
ａ
．
出
ハ
︑
幽
字
カ
損
シ
タ
ケ
ナ
ソ
︒

︵
史
記
桃
源
抄
・
二
92
オ
)

ｂ
．
為
将
軍
ト
云
三
字
モ
此
ニ
ハ
ナ
イ
ソ
︒
脱
落
シ
タ
ケ
ナ
ソ
︒

︵
史
記
桃
源
抄
・
七
26
ウ
)

こ
れ
ら
は
︑
現
状
の
﹁
出
﹂
字
・
﹁
為
将
軍
﹂
が
な
い
本
文
︵
＝
所
与
︶
か
ら
︑

本
来
は
そ
う
な
っ
て
い
る
は
ず
の
﹁
幽
﹂
字
・﹁
為
将
軍
﹂
の
三
字
が
あ
る
本

文
︵
＝
本
体
︶
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

漢
籍
の
注
釈
と
い
う
性
格
上
︑﹁
⁝
ゲ
ナ
﹂
を
︑
原
典
で
言
及
さ
れ
る
人
や

物
品
が
︑
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
説
明
す
る
場
合
に
用
い
た
例
が
多

い
︒⒂

ａ
．
侍
読
学
士
ト
云
ハ
天
子
ニ
モ
ノ
ヲ
ヨ
ミ
テ
キ
カ
セ
申
ス
官
ソ
︒
是
ハ

文
字
読
ヲ
ス
ル
ケ
ナ
ソ
︒
侍
講
学
士
ト
云
モ
ア
ル
カ
︑
其
ハ
談
義
ヲ
ス

中
世
室
町
期
に
お
け
る
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
意
味
・
用
法
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五



ル
ケ
ナ
ソ
︒

︵
四
河
入
海
・
一
ノ
一
13
ウ
)

ｂ
．
猲
鼓
ハ
猲
ハ
北
ノ
エ
ヒ
ス
ノ
名
ソ
︒
エ
ヒ
ス
ノ
モ
ツ
鼓
チ
ヤ
ケ
ナ
ソ
︒

︵
玉
塵
抄
・
二
一
54
オ
：
山
田
二
〇
一
〇
)

一
見
︑
語
義
の
シ
ン
プ
ル
な
説
明
で
︑
な
ぜ
﹁
ゲ
ナ
﹂
が
用
い
ら
れ
る
の
か
分

か
ら
な
い
︒
し
か
し
︑
⒂
ａ

で
﹁
侍
読・

学
士
﹂
と
﹁
侍
講・

学
士
﹂
の
違
い
を

﹁
読
む
者
の
よ
う
だ
﹂﹁
談
義
を
す
る
者
の
よ
う
だ
﹂
と
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
︑

﹁
⁝
ゲ
ナ
﹂
は
︑﹁
侍
︵
読
／
講
︶
学
士
﹂﹁
猲
鼓
﹂︵
＝
所
与
︶
が
そ
う
称
さ
れ

る
理
由
を
︑
抄
物
の
作
成
者
は
︑﹁
ゲ
ナ
﹂
の
前
接
部
分
が
表
す
︑
具
体
的
な

役
割
や
用
途
︵
＝
本
体
︶
だ
と
把
握
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ

る
︒次

の
よ
う
に
作
成
者
の
把
握
が
表
立
つ
と
︑﹁︵
銅
の
剣
と
は
︶
銅
も
唐
の
も

の
は
頑
丈
な
の
だ
ろ
う
﹂
と
い
っ
た
憶
測
に
近
い
説
明
を
表
す
こ
と
に
な
る
︒

⒃
ａ
．︻
古
銅
︱
︹
劔
︺︼
銅
モ
唐
土
ノ
ハ
︑
シ
ヤ
ウ
カ
ツ
ヨ
イ
ケ
ナ
ソ
︒

︵
四
河
入
海
・
十
一
ノ
三
23
ウ
：
湯
沢
一
九
二
九
)

ｂ
．︻
台
笠
緇
撮
︼
緇
ハ
ク
ロ
イ
布
テ
シ
タ
頭
巾
ソ
︒
撮
ハ
一
ツ
マ
ミ
斗

事
ソ
︒
其
頭
巾
ニ
髪
ヲ
治
メ
テ
︹
笠
を
︺
ヲ
ク
ケ
ナ
ソ
︒

︵
毛
詩
抄
・
一
五
11
オ
)

︵
二
︶
の
︑﹁
⁝
ゲ
ナ
﹂
が
漢
詩
等
の
解
釈
︵
口
語
訳
︶
の
中
で
用
い
ら
れ
て
︑

文
中
の
登
場
人
物
の
判
断
を
表
す
場
合
は
︑
意
味
関
係
は
少
し
複
雑
に
な
る
︒

⒄
ａ
．︹
春
︱
︻
雨
闇
〳
〵
塞
峡
中
︼
早
︱
︻
晩
来
自
楚
王
宮
︼︺
ト
コ
カ
ラ

フ
リ
始
ツ
ラ
ウ
︑
鞍
馬

ク
ラ
マ
ノ

方
カ
ラ
フ
ツ
テ
来
タ
ケ
ナ
也
︒︹
乱
︱
︻
波
分

披
已
打
岸
︼
︺
雨
水
大
四
条
ノ
橋
サ
ウ
ナ
︒︵

杜
詩
続
翠
抄
・
十
六
22
ウ
)

ｂ
．︹
蜜
蜂
︱
︻
採
花
作
黄
蠟
︼︺
言
ハ
︑
サ
テ
此
花
ハ
ナ
ン
ト
シ
タ
レ
ハ

黄
色
ナ
ル
ソ
ト
云
ヘ
ハ
︑
所
詮
蜂
カ
花
蘂
ヲ
ト
リ
テ
蠟
ヲ
ツ
ク
リ
テ
ヲ

イ
タ
ヲ
天
公
カ
其
蠟
ヲ
取
テ
花
ヲ
ツ
ク
ル
ケ
ナ
ソ
︒

︵
四
河
入
海
・
一
四
ノ
三
33
オ
)

ｃ
．︹
知
我
︱
︻
者
︑
謂
我
心
憂
︼︺
⁝
我
心
ヲ
ヨ
ウ
知
タ
モ
ノ
ハ
︑

彷

徨

タ
チ
モ
ト
ヲ
ツ

テ
イ
ラ
ル
ヽ
ハ
心
ノ
ウ
レ
ヘ
カ
ア
ル
ケ
ナ
ト
云
ソ
︒
︹
不
知
︱

︻
我
者
︑
謂
我
何
求
︼
︺
知
ラ
ヌ
モ
ノ
ハ
物
ヲ
落
テ
ソ
レ
ヲ
尋
ラ
ル
ヽ
ケ

ナ
ナ
ド
云
ソ
︒

︵
毛
詩
抄
・
四
�
オ
)

例
え
ば
︑
⒄
ａ
は
︑
原
文
を
離
れ
た
意
訳
で
︑﹁︹
雨
水
が
押
し
寄
せ
る
︺
ど
こ

か
ら
降
り
始
め
た
の
だ
ろ
う
︑
鞍
馬
の
ほ
う
か
ら
降
っ
て
来
た
よ
う
だ
／
ら
し

い
︒
⁝
雨
水
が
四
条
の
橋
を
︵
？
覆
い
︶
そ
う
だ
﹂
と
い
っ
た
内
容
で
︑
破
線

部
の
話
者
に
と
っ
て
所
与
の
事
態
︵
雨
水
が
岸
を
打
つ
／
蠟
梅
が
黄
色
い
／
作

者
が
彷
徨
し
て
い
る
︶
に
つ
い
て
︑
理
由
・
原
因
と
な
る
よ
う
な
別
の
事
態

︵
山
中
で
降
っ
た
／
天
公
が
蜜
蠟
で
作
っ
た
／
心
に
憂
い
が
あ
る
・
探
し
物
を

す
る
︶
を
思
い
描
く
こ
と
を
表
し
て
い
る
︒
⒄
ａ
︐
ｂ
は
︑
二
つ
の
事
態
間
に

時
間
差
が
あ
り
︑﹁
⁝
ゲ
ナ
﹂
は
﹁
原
因
推
定
﹂
も
表
す
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
ら
れ
る
︒

中
世
室
町
期
に
お
け
る
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
意
味
・
用
法

一
七
六



以
上
の
﹁
⁝
ゲ
ナ
﹂
が
表
す
判
断
と
︑
前
後
の
文
脈
で
示
さ
れ
る
内
容
と
の

意
味
関
係
を
︑
大
鹿
︵
一
九
九
五
︶
の
﹁
ラ
シ
イ
﹂
に
な
ら
っ
て
表
に
示
す
︒

判
断
の
根
拠

判
断
の
内
容

帰
結
・
結
果

理
由
・
原
因

（14a）
本
文
﹁
出
﹂

（15a）
侍
読
学
士

（18a）
雨
水
が
川
岸
を
打
つ

（18c）
﹁
彷
徨
テ
イ
ラ
ル
ル
﹂

（14a）
幽
字
が
損
な
わ
れ
た

（15a）
文
字
読
を
す
る

（18a）
鞍
馬
の
方
か
ら
降
っ
て
来
た

（18c）
﹁
心
ノ
ウ
レ
ヘ
カ
ア
ル
﹂

三
︱

三

特
徴
的
な
構
文

抄
物
に
は
︑
所
謂
﹁
主
題
ハ
︱

解
説
﹂
型
の
構
文
の
ほ
か
︑﹁
ゲ
ナ
﹂
の
意

味
的
特
徴
を
示
す
よ
う
な
構
文
も
見
ら
れ
る
︒
山
田
︵
二
〇
一
〇
︶
も
指
摘
す

る
よ
う
に
︑
抄
物
﹁
ゲ
ナ
﹂
は
﹁
ホ
ド
ニ
﹂
節
を
受
け
る
例
が
多
い
︒

⒅
ａ
．
此
四
篇
カ
文
体
カ
ヨ
ウ
似
タ
程
ニ
︑
一
人
ノ
作
チ
ヤ
ケ
ナ
ト
申
タ
事

ソ
︒

︵
毛
詩
抄
・
一
二
18
ウ
)

ｂ
．
叡
山
ノ
高
処
ニ
貝
ノ
カ
ラ
ガ
ア
ル
ト
云
ホ
ト
ニ
︑
叡
山
ノ
頂
マ
テ
海

水
ガ
ア
リ
タ
ゲ
ナ
ソ
︒︵

日
本
書
紀
桃
源
抄
・
中
�
オ
：
山
田
二
〇
一
〇
)

多
く
の
例
で
﹁
⁝
ホ
ド
ニ
﹂
は
︑﹁
⁝
ゲ
ナ
﹂
が
表
す
判
断
の
根
拠
と
な
る
︑

話
者
に
と
っ
て
所
与
の
事
柄
・
事
態
を
表
す
︒
注
意
さ
れ
る
の
が
︑﹁
⁝
ゲ
ナ
﹂

に
前
接
す
る
動
詞
句
が
表
す
事
柄
・
事
態
は
所
与
の
も
の
で
︑﹁
⁝
ゲ
ナ
﹂
が

表
す
判
断
が
︑﹁
⁝
ホ
ド
ニ
﹂
で
あ
る
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
︒

⒆
ａ
．
始
ニ
景
王
立
ト
云
テ
カ
ラ
ハ
︑
別
シ
テ
景
王
景
王
ト
タ
ヒ
コ
ト
ニ
不

出
ト
モ
ナ
レ
ト
モ
︑
此
本
紀
ニ
ハ
タ
ヒ
〳
〵
ニ
出
タ
ソ
︒
此
ハ
﹇
一
王

ノ
事
カ
サ
ノ
ミ
多
モ
ナ
ウ
テ
チ
ツ
〳
〵
ア
ル
ホ
ト
ニ
︑
名
ヲ
不
言
レ
ハ

マ
キ
ル
ヽ
ホ
ト
ニ
カ
如
是
シ
ル
イ
タ
﹈
ケ
ナ
ゾ
︒

︵
史
記
桃
源
抄
・
二
121
オ
)

ｂ
．
臘
月
ニ
開
ク
花
ハ
梅
デ
ナ
フ
テ
ハ
何
デ
ア
ラ
フ
ゾ
︒﹇
北
人
チ
ヤ
ホ

ド
ニ
何
ノ
木
ゾ
ト
云
タ
﹈
ゲ
ナ
ソ
︒︵

丁
丑
版
三
体
詩
抄
・
一
︱

三
14
ウ
)

ｃ
．
此
行
甫
ハ
﹇
僧
ニ
テ
ア
ル
ホ
ト
ニ
カ
ウ
ユ
ワ
レ
タ
﹈
ケ
ナ
ト
也

︵
龍
門
文
庫
本
江
湖
風
月
集
抄
・
地
�
オ
：
ａ
︐
ｂ
山
田
二
〇
一
〇
)

こ
れ
ら
で
は
︑﹁
ゲ
ナ
﹂
の
前
接
部
分
が
﹁
⁝
ホ
ド
ニ
﹂
節
も
含
め
て
﹁
ゲ
ナ
﹂

の
ス
コ
ー
プ
︵
﹇

﹈
で
表
示
︶
に
入
る
こ
と
で
︑
文
中
の
焦
点
︵
フ
ォ
ー
カ

ス
︶
が
﹁
⁝
ホ
ド
ニ
﹂
節
に
移
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︵
冒
頭
⑴
の
各
例
︑

参
照
︶︒

現
代
語
の
ノ
ダ
文
︑
古
典
語
の
連
体
ナ
リ
構
文
の
分
析
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
︑

こ
の
よ
う
な
焦
点
の
変
更
は
名
詞
化
さ
れ
た
節
の
中
で
起
こ
る
︵
野
田
一
九
九

七
︑
金
水
二
〇
一
一
︶
︒
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
前
接
部
分
は
名
詞
節
︵
準
体
句
︶
に
な
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
︒
抄
物
で
は
︑
次
の
よ
う
な
例
も
見
ら
れ
る
︒

中
世
室
町
期
に
お
け
る
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
意
味
・
用
法

一
七
七



⒇
ａ
．
今
冬
日
ニ
花
ヲ
開
カ
ス
ル
ハ
︑
チ
ツ
ト
モ
牡
丹
ヲ
ヤ
ホ
リ
ヲ
カ
シ
ト

テ
サ
カ
ス
ル
ケ
ナ
ソ
︒

︵
四
河
入
海
・
十
四
ノ
一
16
ウ
)

ｂ
．
文
王
ノ
姜
里
ヘ
囚
レ
タ
時
︑
易
六
十
四
卦
ヲ
タ
ヽ
マ
レ
タ
ト
云
カ
︑

伏
羲
ノ
タ
ヽ
マ
レ
タ
ケ
ナ
ソ
︒

︵
史
記
桃
源
抄
・
二
52
ウ
)

四

派
生
接
辞
の
史
的
変
化

四
︱

一

モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
の
成
立
に
つ
い
て
の
先
行
説

は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
︑﹁
ゲ
ナ
﹂
の
先
行
研
究
の
多
く
は
︑
伝
聞
の

意
味
の
発
生
を
対
象
と
す
る⑪
︒
そ
の
中
で
︑
青
木
博

︵
二
〇
〇
七
︶
で
は
接
辞

か
ら
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
へ
の
変
化
が
考
察
さ
れ
︑
次
の
よ
う
な
過
程
を
示
さ
れ

る
︒�

ａ
．
語
﹁
～
ゲ
ナ
リ
﹂︒﹁
～
﹂
は
形
容
詞
語
幹
・
動
詞
連
用
形
︒
ニ
ク
ゲ

ナ
リ
︑
ア
ハ
レ
ゲ
ナ
リ
︑
ア
リ
ゲ
ナ
リ

ｂ
．
名
詞
句
﹁
～
ゲ
｣
＋
｢ナ
﹂︒﹁
～
﹂
は
活
用
語
連
体
形
︑﹁
ナ
﹂
は
活

用
す
る
︒﹇
N
P
流
ル
ル
ゲ
﹈
ナ
︑﹇
N
P
有
ッ
タ
ゲ
﹈
ナ

ｃ
．
文
﹁
～
｣
＋
｢ゲ
ナ
﹂︒﹁
～
﹂
は
活
用
語
終
止
連
体
形
︑﹁
ゲ
ナ
﹂
は

活
用
し
な
い
︒﹇
S
明
州
ニ
ア
ル
﹈
ゲ
ナ
︑﹇
S
此
ノ
心
ヂ
ャ
﹈
ゲ
ナ

青
木
論
文
で
は
︑
⒜
の
段
階
で
︑
前
接
動
詞
が
︑
次
の
例
 
の
﹇

﹈
の
よ
う

に
ヲ
格
や
ニ
格
を
伴
う
動
詞
句
を
形
成
で
き
た
こ
と
が
︑
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
へ

の
変
化
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
な
っ
た
と
考
察
さ
れ
て
い
る
︒

 
ａ
．
御
返
な
ど
︑
﹇
あ
は
れ
を
し
り
﹈
げ
に
聞
え
さ
せ
か
は
さ
ん
を
︑
い

と
憂
く
の
み
お
ぼ
ゆ
れ
ば
︑

︵
夜
の
寝
覚
・
巻
三
)

ｂ
．
御
前
い
と
あ
ま
た
︑
こ
と
〳
〵
し
う
も
て
な
い
て
渡
い
給
さ
ま
︑
い

み
じ
う
︑
﹇
心
に
入
り
﹈
げ
な
り
︒

︵
浜
松
中
納
言
物
語
・
巻
三
：
ａ
︐
ｂ
と
も
青
木
二
〇
〇
七
)

こ
の
指
摘
は
︑
抄
物
の
﹁
ア
リ
ゲ
ナ
﹂
の
存
在
や
︑
次
に
み
て
い
く
よ
う
に
︑

中
世
前
期
に
︑
﹁
動
詞
連
用
形
＋
～
ゲ
ナ
リ
﹂
で
前
接
部
分
が
形
態
統
語
的
に

大
き
な
要
素
に
な
る
変
化
が
観
察
で
き
る
の
で
︑
首
肯
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ

る
︒問

題
は
︑
室
町
期
に
抄
物
で
観
察
さ
れ
る
と
い
う
︑
⒝
の
段
階
で
あ
る
︒
青

木
論
文
で
は
︑
⒝
段
階
の
﹁
ナ
﹂
を
︑﹁
ニ
﹂﹁
デ
﹂
﹁
ナ
﹂
の
よ
う
に
活
用
す

る
こ
と
を
根
拠
に
繫
辞
と
し
︑
﹁
ゲ
﹂
を
﹁
様
子
﹂
と
い
う
意
味
を
表
す
形
式

名
詞
と
見
る
︒
し
か
し
︑
当
期
の
口
語
の
繋
辞
は
既
に
﹁
ナ
リ
﹂
で
は
な
く
︑

﹁
デ
ア
ル
﹀
デ
ア
・
ヂ
ャ
﹂
で
︑
右
の
活
用
は
形
容
動
詞
に
等
し
い
︒
こ
の
時

期
に
︑﹁
～
ゲ
｣
＋
｢ナ
﹂
の
よ
う
な
異
分
析
が
起
き
る
と
は
考
え
に
く
い
︒

ま
た
︑
抄
物
の
﹁
ゲ
ナ
﹂
に
観
察
さ
れ
た
次
の
二
点
の
う
ち
︑
︵
ア
︶
は
⒜

と
⒞
の
連
続
性
を
︑︵
イ
︶
は
⒞
段
階
の
前
に
︑﹁
ゲ
ナ
﹂
が
名
詞
節
︵
準
体

句
︶
に
付
く
段
階
を
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

︵
ア
︶
存
在
動
詞
﹁
ア
ル
﹂
や
繫
辞
﹁
デ
ア
ル
﹂
︑
評
価
を
表
す
形
容
詞
﹁
よ

い
﹂
に
﹁
ゲ
ナ
﹂
が
後
接
す
る
場
合
︑
﹁
活
用
語
連
用
形
︑
形
容
詞
語
幹

中
世
室
町
期
に
お
け
る
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
意
味
・
用
法

一
七
八



＋
ゲ
ナ
﹂
と
︑﹁
終
止
・
連
体
形
＋
ゲ
ナ
﹂
と
で
意
味
・
用
法
に
差
が
な

い
︒

︵
イ
︶
抄
物
で
は
︑﹁
ゲ
ナ
﹂
の
前
接
部
分
で
焦
点
の
分
布
が
変
更
さ
れ
る
例

が
観
察
で
き
る
こ
と
か
ら
︑﹁
ゲ
ナ
﹂
の
前
接
部
分
が
名
詞
節
︵
準
体
句
︶

に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
︒

室
町
期
に
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
の
用
法
が
生
じ
る
直
前
︑
中
世
前
期
の
接
辞

﹁
～
ゲ
ナ
リ
﹂
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
た
か
詳
し
く
見
て
み
る
必
要
が
あ

る
︒四

︱

二

動
詞
連
用
形
に
後
接
す
る
用
法
の
展
開

接
辞
﹁
～
ゲ
ナ
リ
﹂
は
︑
平
安
期
の
和
文
で
非
常
に
高
い
生
産
性
を
発
揮
し

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
︵
進
藤
一
九
七
七
︑
漆
谷
一
九
八
八
︑
村
田
二

〇
〇
五
︶︒﹁
源
氏
物
語
﹂
で
は
異
な
り
語
数
が
約
二
五
〇
語
︑
う
ち
二
三
〇
語

が
ク
活
用
・
シ
ク
活
用
形
容
詞
を
語
基
と
す
る
と
い
う
︵
進
藤
一
九
七
七
︶︒

#
ａ
．
い
と
寒
げ
な
る
女
ば
ら
︑
白
き
衣
の
︑
い
ひ
し
ら
ず
煤
け
た
る
に
︑

き
た
な
げ
な
る
褶
︑
ひ
き
結
ひ
つ
け
た
る
腰
つ
き
︑
か
た
く
な
し
げ
な

り
︒

︵
源
氏
物
語
・
末
摘
花
)

ｂ
．﹁
今
だ
に
︒
い
と
︑
見
ぐ
る
し
き
を
﹂
と
︑
い
と
わ
り
な
く
恥
づ
か

し
げ
に
思
し
た
り
︒

︵
源
氏
物
語
・
総
角
)

﹁
き
た
な
げ
な
り
﹂
が
﹁︿
清
潔
で
な
い
﹀
よ
う
に
見
え
る
状
態
﹂
を
表
す
よ
う

に
︑
形
容
動
詞
﹁
～
ゲ
ナ
リ
﹂
は
︑﹁
︿
語
基
形
容
詞
が
表
す
属
性
・
感
情
﹀
の

気
配
・
存
在
が
感
知
さ
れ
る
状
態
﹂
と
い
っ
た
意
味
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る⑫
︒

こ
の
﹁
～
ゲ
ナ
リ
﹂
は
︑
異
な
り
語
数
・
述
べ
語
数
と
も
ご
く
少
な
い
も
の

の
動
詞
の
連
用
形
に
付
く
こ
と
が
あ
る
︵
青
木
博

二
〇
〇
二
・
二
〇
〇
七
︶︒

殆
ど
の
動
詞
は
一
例
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
︑
﹁
あ
り
げ
な
り
﹂
は
複
数
例
が

あ
る
︒

$
ａ
．
息
も
絶
え
つ
ゝ
︑
﹇
聞
こ
え
ま
ほ
し
げ
な
る
事
は
あ
り
﹈
げ
な
れ
ど
︑

い
と
苦
し
げ
に
た
ゆ
げ
な
れ
ば

︵
源
氏
物
語
・
桐
壺
)

ｂ
．﹇
暇
あ
り
﹈
げ
な
る
博
士
ど
も
召
し
集
め
て

︵
源
氏
物
語
・
賢
木
)

ｃ
．
さ
る
は
︑
そ
れ
も
﹇
か
や
う
の
こ
と
あ
り
﹈
げ
に
お
は
す
め
り
︒

︵
宇
津
保
物
語
・
蔵
開
下
)

属
性
主
や
感
情
主
の
存
在
を
意
味
に
含
む
形
容
詞
と
︑
動
詞
﹁
あ
り
﹂
と
は
意

味
が
重
な
る
︒
室
町
期
の
﹁
～
ア
リ
ゲ
ナ
﹂
の
残
存
は
︑
一
つ
に
は
︑
前
代
か

ら
他
の
動
詞
に
比
べ
﹁
あ
り
げ
な
り
﹂
が
多
用
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る⑬
︒

院
政
・
鎌
倉
期
に
は
︑
動
詞
連
用
形
に
後
接
す
る
﹁
～
ゲ
ナ
リ
﹂
で
︑
補
語

が
準
体
句
や
修
飾
語
を
伴
っ
た
名
詞
句
に
な
る
な
ど
︑
よ
り
個
別
・
具
体
的
な

事
柄
を
表
す
よ
う
に
な
る
︒

%
ａ
．
詠
む
歌
に
は
︑
﹇
髄
脳
・
打
聞
な
ど
い
ひ
て
お
ほ
く
あ
り
﹈
げ
な
り
︒

︵
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
・
巻
十
)

ｂ
．
あ
ま
り
に
﹇
知
ら
ぬ
歌
を
も
知
り
﹈
げ
に
す
る
あ
ひ
だ
︑
な
か
な
か

中
世
室
町
期
に
お
け
る
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
意
味
・
用
法

一
七
九



化
顕
は
れ
に
け
る
か
︒

︵
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
・
巻
十
)

ｃ
．
但
﹇
人
ノ
能
モ
︑
代
々
ニ
カ
ハ
リ
﹈
ゲ
ニ
侍
ハ
︑
コ
ノ
モ
シ
ト
思
テ
︑

イ
ト
ナ
マ
ム
志
モ
ニ
ク
カ
ラ
ズ
コ
ソ
侍
レ
︒

︵
教
訓
抄
・
巻
八
)

さ
ら
に
︑
用
法
で
も
︑
修
飾
用
法
で
は
な
く
︑
%
ｃ
や
次
の
&
ａ
の
よ
う
に
︑

条
件
節
の
述
部
に
用
い
ら
れ
る
も
の
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
︒

&
ａ
．﹁﹇
判
官
ノ
僻
事
ヲ
モ
シ
︑
謀
反
ヲ
モ
発
シ
﹈
ゲ
ナ
ラ
バ
︑
告
ヨ
﹂

︵
延
慶
本
平
家
物
語
・
六
末
)

ｂ
．
入
道
今
度
ハ
事
ノ
外
ニ
和
ギ
テ
︑﹇
ゲ
ニ
モ
ト
思
ワ
レ
タ
リ
﹈
ゲ
ニ

テ
︑﹁
サ
テ
俊
寛
︑
康
頼
ガ
事
ハ
イ
カ
ニ
｣︵

延
慶
本
平
家
物
語
・
二
本
)

ｃ
．﹁﹇
日
来
内
々
御
談
義
候
シ
事
ヲ
︑
景
親
モ
レ
聞
タ
リ
﹈
ゲ
ニ
候
ゾ
︒｣

︵
延
慶
本
平
家
物
語
・
二
末
)

﹁
あ
り
げ
な
り
﹂
と
関
連
し
て
︑
こ
の
時
期
に
は
助
動
詞
﹁
タ
リ
﹂
に
後
接

す
る
例
が
出
て
く
る
︒﹁
～
タ
リ
ゲ
﹂
は
︑
&
ｃ
﹁︵
頼
朝
と
時
政
が
︶
内
々
に

談
義
し
て
い
る
こ
と
を
︑
平
家
所
縁
の
人
が
漏
れ
聞
い
た
様
子
で
す
ぞ
︒﹂
の

よ
う
に
︑
直
接
知
り
よ
う
の
な
い
他
者
の
感
情
や
知
覚
を
︑﹁
⁝
と
思
っ
た
様

子
﹂﹁
⁝
知
っ
た
様
子
﹂
の
よ
う
に
表
し
︑﹁
思
ふ
﹂
に
付
く
例
が
多
い
︒

'
ａ
．
は
じ
め
の
句
を
申
出
た
る
に
を
︑
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
女
房
達
︑﹇
お
り

に
あ
は
ず
と
思
た
り
﹈
げ
に
て
︑
わ
ら
ひ
出
し
た
り
け
れ
ば

︵
古
今
著
聞
集
・
五
︱

190
)

ｂ
．﹁
下
り
し
時
も
︑﹇
な
ど
か
申
う
け
ざ
ら
む
と
お
も
ひ
た
り
﹈
げ
に
て
︑

教
盛
を
見
候
度
ご
と
に
は
涙
を
な
が
し
候
し
が
不
便
候
︒﹂

︵
覚
一
本
平
家
物
語
・
三
)

こ
の
時
期
の
﹁
動
詞
連
用
形
＋
～
ゲ
ナ
リ
﹂
は
︑
現
代
語
の
﹁
連
用
形
＋
ソ

ウ
ダ
﹂
が
表
す
﹁
今
に
も
～
し
そ
う
な
様
子
・
状
態⑭
﹂
や
︑﹁
～
の
よ
う
に
見

え
る
状
態
﹂
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
個
別
・
具
体
的
な
事
態
に
使
わ

れ
︑
形
容
詞
述
語
に
備
わ
る
程
度
の
判
断
は
含
ま
れ
る
が
︑
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
は

関
わ
ら
な
い
︒
次
の
﹁
︵
北
条
は
︑
我
が
子
を
︶
す
ぐ
に
殺
し
そ
う
な
様
子
で

す
か
︒﹂
の
よ
う
に
︑
疑
問
文
に
で
き
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
︒

(
﹁
さ
て
﹇
と
く
う
し
な
ひ
﹈
げ
な
る
か
﹂
と
の
た
ま
へ
ば

︵
覚
一
本
平
家
物
語
・
一
二
)

こ
の
よ
う
に
︑
﹁
動
詞
連
用
形
＋
～
ゲ
ナ
リ
﹂
は
個
別
・
具
体
的
な
事
態
の

属
性
を
表
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
お
り
︑
意
味
・
用
法
の
み
で
は
︑﹁
～
ゲ

ナ
リ
﹂
が
終
止
・
連
体
形
に
後
接
す
る
よ
う
に
な
る
理
由
は
説
明
で
き
な
い⑮
︒

四
︱

三

名
詞
・
漢
語
形
容
動
詞
語
幹
へ
の
後
接

﹁
～
ゲ
ナ
リ
﹂
に
前
接
す
る
活
用
語
が
終
止
・
連
体
形
に
な
る
こ
と
と
関
わ

る
と
考
え
ら
れ
る
現
象
が
︑
院
政
・
鎌
倉
期
に
二
つ
見
ら
れ
る
︒
ひ
と
つ
は
︑

次
の
)
の
よ
う
な
漢
語
形
容
動
詞
の
語
幹
へ
の
後
接
を
経
て
︑
名
詞
に
直
に

﹁
～
ゲ
ナ
リ
﹂
が
付
く
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る⑯
︒

中
世
室
町
期
に
お
け
る
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
意
味
・
用
法

一
八
〇



)
ａ
．
御
気
色
火
急
げ
に
見
え
さ
せ
給
ひ
け
れ
ば
︑
御
室
信
心
を
い
た
し
て

孔
雀
経
を
よ
ま
せ
た
ま
ふ
︒

︵
古
今
著
聞
集
・
巻
二
︱

第
五
〇
話
)

ｂ
．
驚
き
て
み
る
に
尋 ジ

ン

常
ジ
ヤ
ウ

げ
な
る
女
房
な
り
け
り
︒

︵
沙
石
集
・
巻
十
末
︱

一
一
話
)

ｃ
．
男
ヲ
バ
﹁
無
慚
ゲ
ニ
命
ヲ
バ
︑
ナ
殺
シ
ソ
﹂
ト
テ
︑
山
ノ
中
ナ
ル
木

ニ
縛
付
テ
通
リ
ニ
ケ
リ
︒

︵
延
慶
本
平
家
物
語
・
六
本
)

意
味
は
︑
)
ａ
﹁
急
を
要
す
る
よ
う
に
︵
見
え
る
︶﹂
の
よ
う
に
︑
ク
活
・
シ

ク
活
形
容
詞
を
語
基
と
す
る
場
合
と
同
じ
く
︑﹁︿
語
基
形
容
詞
が
表
す
属
性
・

感
情
﹀
の
気
配
・
存
在
が
感
知
さ
れ
る
状
態
﹂
を
表
し
て
お
り
︑
漢
語
形
容
動

詞
の
増
加
に
伴
い
生
じ
た
も
の
だ
ろ
う⑰
︒

漢
語
形
容
動
詞
へ
の
後
接
は
︑
次
の
名
詞
へ
の
後
接
と
連
続
的
で
あ
る
︒

*
ａ
．
左
府
︑
御
前
ニ
テ
﹁
イ
タ
ク
ナ
イ
ソ
ギ
︵
ソ
︶︒
只
今
ハ
何
事
ノ
ア

ラ
ン
ズ
ル
ゾ
︒
當
時
マ
コ
ト
ニ
無
勢
ゲ
ナ
リ
︒｣

︵
愚
管
抄
・
巻
四
)

︹
参
考
︺
多
勢
を
以
て
無
勢
を
討
は
常
の
こ
と
︒

︵
平
治
物
語
・
上
)

ｂ
．
尾
籠
ト
云
フ
ヲ
コ
ノ
ア
テ
字
カ
ク
無
題
コ
ト
ハ
也
︒
ス
ク
ニ
ヲ
コ
ト

云
フ
モ
︑
無
題
ナ
ル
故
ニ
畳
字
ケ
ニ
云
ヒ
ナ
シ
タ
ル
ナ
メ
リ
︒

︵
塵
袋
・
一
34
ウ
：
土
井
一
九
三
八
)

ｃ
．
ア
ル
時
︑
大
河
ノ
岸
ニ
テ
例
ノ
病
オ
コ
リ
テ
︑
ク
ツ
チ
ゲ
ナ
ル
程
ニ

河
ヱ
落
入
ヌ
︒

︵
梵
舜
本
沙
石
集
・
三
︱

+⑱
)

︹
参
考
︺
C
u
tç
u
c
h
i.
ク
ツ
チ
︵
く
つ
ち
︶
癲
癇
︒

︵
邦
訳
日
葡
辞
書

p
.1
7
4)

も
う
ひ
と
つ
の
現
象
は
︑
﹁
～
ゲ
ナ
リ
﹂
と
対
義
と
な
る
﹁
～
ゲ
︵
モ
︶
ナ

シ
﹂
で
︑
僅
か
に
活
用
語
の
連
体
形
に
付
い
た
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
︒

8
ａ
．
憎
い
げ
な
く
︑
心
の
底
よ
り
打
ち
笑
み
て
向
へ
る
者
に
は

︵
沙
石
集
・
五
本
︱

四
)

ｂ
．
ヒ
ン
ナ
キ
ヨ
シ
ヲ
云
ニ
ナ
メ
ゲ
ニ
ト
云
心
如
何
︒
平
ノ
字
ヲ
ナ
メ
ゲ

ニ
ト
ヨ
メ
ソ
︒
平
懐
ト
云
フ
モ
同
事
歟
︒
一ヒ
ト

キ
ハ
﹇
思
ヒ
マ
シ
タ
ル
﹈

ケ
モ
ナ
キ
ハ
平
民
ニ
准
シ
テ
無
礼
ノ
心
地
ナ
ソ
︒

︵
塵
袋
・
一
〇
31
オ
)

﹁
～
ゲ
︵
モ
︶
ナ
シ
﹂
は
︑
平
安
期
か
ら
見
ら
れ
る
表
現
で
︑
前
接
語
も
﹁
～

ゲ
ナ
リ
﹂
と
共
通
す
る
︒

9
ａ
．
こ
と
に
恥
づ
か
し
げ
も
な
き
御
さ
ま
な
れ
ど

︵
源
氏
物
語
・
若
菜
上
)

ｂ
．﹇
何
の
心
ば
せ
あ
り
﹈
げ
も
な
く
︑
さ
う
ど
き
誇
り
た
り
し
よ
︒

︵
源
氏
物
語
・
夕
顔
)

意
味
も
﹁
ゲ
ナ
リ
﹂
と
対
に
な
る
よ
う
な
︑﹁︿
語
基
形
容
詞
が
表
す
属
性
﹀
の

気
配
・
存
在
を
︵
少
し
も
︶
感
じ
さ
せ
な
い
状
態
﹂
を
表
す
︒
こ
の
意
味
か
ら
︑

助
詞
﹁
も
﹂
を
伴
っ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
︑
﹁
ゲ
﹂
の
形
態
的
な
独
立

性
が
﹁
～
ゲ
ナ
リ
﹂
に
比
べ
て
強
い
︒
そ
の
た
め
︑﹁
ゲ
﹂
が
名
詞
と
捉
え
ら

れ
︑
早
く
に
前
接
す
る
活
用
語
が
連
体
形
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

中
世
室
町
期
に
お
け
る
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
意
味
・
用
法

一
八
一



﹁
～
ゲ
ナ
リ
﹂
が
﹁
ゲ
﹂
と
﹁
ナ
リ
﹂
に
分
析
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の

は
︑
繫
辞
﹁
ナ
リ
﹂
が
口
語
に
存
し
た
中
世
前
期
で
あ
ろ
う
︒
た
だ
︑
同
じ
時

期
に
は
︑﹁
動
詞
連
用
形
＋
～
ゲ
ナ
リ
﹂
で
︑
個
別
・
具
体
的
な
事
態
の
様
子

を
表
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
名
詞
に
直
接
付
く
用
法
も
生
じ
て
い
る
︒

こ
れ
ら
の
変
化
が
重
な
っ
た
結
果
︑﹁
～
ゲ
ナ
リ
﹂
に
前
接
す
る
活
用
語
の

連
体
形
は
︑﹁
ゲ
﹂
へ
の
連
体
節
で
は
な
く
︑
活
用
語
の
連
体
形
を
述
部
と
す

る
名
詞
節
︵
準
体
句
︶
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
︑﹁
ゲ
ナ
﹂
は
語
を
形
成
す
る
接

辞
か
ら
︑
文
法
的
な
要
素
へ
と
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
体
言
的
な
要
素
に

付
い
て
述
語
を
作
る
と
い
う
点
で
︑
抄
物
の
﹁
ゲ
ナ
﹂
は
派
生
接
辞
﹁
～
ゲ
ナ

リ
﹂
や
︑
繫
辞
と
連
続
的
で
あ
る⑲
︒
抄
物
で
も
名
詞
に
﹁
ゲ
ナ
﹂
が
一
時
的
に

後
接
す
る
例
が
見
ら
れ
︑
終
止
用
法
で
は
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
表
し
て
い
る
と
も
解

釈
で
き
る
︵
山
田
二
〇
一
〇
は
︑
:
ｃ
を
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
と
す
る
︶︒

:
ａ
．
内
心
ニ
盗
人
ケ
ニ
シ
テ
︑
外
相
ニ
殊
勝
サ
ウ
ナ
ル
体
ヲ
ス
ル
ハ

︵
応
永
二
十
七
年
本
論
語
抄
・
五
;
オ
)

ｂ
．
大
夫
ノ
権
門
ケ
ナ
人
カ
旌
竿
ヲ
立
テ
衛
ノ
浚
邑
ト
云
処
ニ
居
ラ
レ
タ

カ

︵
毛
詩
抄
・
三
17
オ
)

ｃ
．
仙
人
ハ
目
カ
ヨ
ホ
ウ
︻
四
方
︼
ケ
ナ
ソ
︒
方
瞳
ト
云
ソ
︒

︵
玉
塵
抄
・
四
〇
24
オ
：
山
田
二
〇
一
〇
)

五

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

︱
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
の
成
立
再
考

本
稿
で
は
︑
室
町
期
の
﹁
ゲ
ナ
﹂
が
﹁
本
体
把
握
﹂
︵
大
鹿
一
九
九
五
︶
と

呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
の
判
断
を
表
し
︑
一
部
の
例
で
焦
点
の
変
更
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
︑
変
化
の
過
程
で
名
詞
節
に
後
接
し
た
段
階
を
考
え
た
︒

山
本
︵
二
〇
一
二
︶
で
は
︑
形
容
詞
の
派
生
接
辞
﹁
～
ラ
シ
イ
﹂
が
︑
モ
ダ

リ
テ
ィ
形
式
と
し
て
の
用
法
を
獲
得
す
る
史
的
変
化
を
考
察
し
た
︒
室
町
期
初

出
の
﹁
～
ラ
シ
イ
﹂
は
当
初
︑
名
詞
・
形
容
動
詞
語
幹
か
ら
形
容
詞
を
派
生
し

た
が
︑
修
飾
語
を
伴
う
名
詞
句
や
事
物
を
表
す
名
詞
節
︵
準
体
句
︶
へ
の
後
接

を
経
て
︑
近
代
に
な
っ
て
活
用
語
に
付
く
用
法
が
定
着
す
る
︒

﹁
ゲ
ナ
﹂
と
し
ば
し
ば
比
較
さ
れ
る
形
式
に
﹁
サ
ウ
ナ
>
ソ
ウ
ダ
﹂
が
あ
る
︒

﹁
サ
ウ
ナ
﹂
も
﹁
ゲ
ナ
﹂
同
様
︑
近
世
に
は
終
止
連
体
形
に
後
接
し
て
﹁
推
定
﹂

を
表
し
た
が
︑
近
代
以
降
そ
の
用
法
は
な
く
な
っ
て
い
る
︵
岡
部
二
〇
一
一

等
︶︒
こ
の
種
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
の
形
成
・
存
続
は
︑
連
体
形
終
止
が
一
般

化
し
︑
か
つ
︑
準
体
助
詞
﹁
の
﹂
が
未
発
達
の
時
期
で
な
け
れ
ば
難
し
い
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒
今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒

注①

文
法
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
は
︑
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
︑
ヴ
ォ
イ
ス
や
テ
ン

中
世
室
町
期
に
お
け
る
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
意
味
・
用
法

一
八
二



ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
等
に
比
べ
て
も
︑
論
者
・
立
場
に
よ
る
捉
え
方
︑
概
念
の
差
が
大

き
い
︒
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
︑
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
﹁
文
内
容
の
現
実
と
の
関
わ
り
﹂︑

モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
を
﹁
文
内
容
が
現
実
外
で
あ
る
こ
と
を
表
す
形
式
﹂
と
捉
え
て
お

き
た
い
︵
野
村
二
〇
〇
三
︑
参
照
︶︒
今
後
︑
中
世
室
町
期
の
﹁
マ
ジ
イ
・
マ
イ
﹂

﹁
サ
ウ
ナ
﹂﹁
ウ
ズ
・
ウ
ズ
ル
﹂
等
の
考
察
を
通
じ
て
有
用
な
定
義
を
考
え
た
い
︒

②

野
村
︵
二
〇
〇
三
︶
は
︑
助
詞
﹁
カ
﹂
は
古
代
語
・
現
代
語
を
通
じ
て
殆
ど
の
述

語
形
式
に
後
接
で
き
︑
不
自
然
な
﹁
ラ
シ
イ
﹂
等
が
む
し
ろ
特
殊
だ
と
指
摘
す
る
︒

③

青
木
玲
︵
一
九
八
一
︶
は
︑﹁
枕
草
子
﹂
と
﹁
徒
然
草
﹂
を
比
較
し
︑
鎌
倉
期
に

は
接
辞
﹁
～
ゲ
ナ
リ
﹂
の
生
産
性
が
落
ち
て
使
用
度
数
も
減
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
︒

④

﹁
ゲ
ニ
候
﹂
は
︑
抄
物
で
は
殆
ど
漢
字
表
記
さ
れ
︑﹁
候
﹂
の
語
形
が
当
期
に
見
ら

れ
る
﹁
サ
ウ
﹂﹁
ス
﹂
等
の
ど
れ
か
確
定
で
き
な
い
た
め
︑
便
宜
上
︑
漢
字
表
記
す

る
︒

⑤

﹁
ゲ
ニ
候
﹂
の
用
例
は
清
原
宣
賢
講
﹁
毛
詩
抄
﹂﹁
蒙
求
抄
﹂
に
︑﹁
ゲ
デ
﹂
は
笑

雲
清
三
編
﹁
四
河
入
海
﹂
に
多
い
︒
宣
賢
や
笑
雲
の
関
わ
っ
た
抄
物
は
多
く
︑
稿
者

未
見
の
も
の
も
あ
り
︑
個
人
的
な
特
徴
か
︑
時
期
に
よ
る
か
特
定
で
き
て
い
な
い
︒

⑥

抄
物
の
例
で
は
︑
解
釈
に
有
用
な
場
合
︑
原
典
︵
注
釈
対
象
の
漢
籍
︶
の
注
釈
対

象
箇
所
を
︹
抄
物
に
引
用
さ
れ
て
い
る
部
分
︻
原
典
か
ら
補
足
︼︺
の
形
で
示
す
︒

⑦

ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
﹁
N
a︵
な
︶︑
又
は
︑
N
a
ru
︵
な
る
︶
に
終
わ
る
形

容
動
詞
の
活
用
﹂︵
土
井
訳

p
.2
0
7
,
8︶
で
も
︑
活
用
形
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
ら

れ
︑﹁
然
し
︑
に
︵
N
i︶
に
終
る
形
に
存
在
動
詞
を
添
へ
た
言
い
方
で
︑
す
べ
て
の

時
や
法
を
補
っ
た
の
が
上
品
で
あ
る
﹂
と
説
明
さ
れ
る
︒

⑧

調
査
し
た
範
囲
の
﹁
～
ア
リ
ゲ
ナ
﹂
の
用
例
数
︵
通
読
一
度
の
調
査
に
よ
る
概

数
︶
は
︑
杜
詩
続
翠
抄
;
例
︑
史
記
桃
源
抄
�
例
︑
四
河
入
海
47
例
︑
毛
詩
抄
�
例
︑

蒙
求
抄
+
例
︑
詩
学
大
成
抄
+
例
︑
玉
塵
抄
�
例
︑
の
計
69
例
︒

⑨

森
田
︵
一
九
八
〇
︶︑
益
岡
︵
一
九
九
一
︶︒

⑩

調
査
し
た
範
囲
で
は
︑︵
一
︶
は
﹁
史
記
桃
源
抄
﹂
や
﹁
毛
詩
抄
﹂﹁
蒙
求
抄
﹂︑

﹁
玉
塵
抄
﹂
に
多
く
︑
︵
二
︶
は
漢
詩
の
抄
物
﹁
四
河
入
海
﹂﹁
中
華
若
木
詩
抄
﹂
等

に
多
い
︒
抄
物
間
の
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
用
法
差
は
複
雑
で
︑
未
だ
整
理
し
き
れ
て
い
な
い
︒

語
釈
や
用
字
・
表
現
の
説
明
が
多
い
か
︑
作
品
の
解
釈
鑑
賞
が
中
心
か
と
い
う
注
釈

態
度
の
ほ
か
︑
成
立
時
期
︑
聞
書
か
編
纂
か
抄
か
の
差
等
を
考
慮
し
て
見
直
し
た
い
︒

⑪
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
研
究
の
多
く
が
︿
伝
聞
﹀
の
意
味
の
発
生
を
扱
う
の
は
︑
現
在
方
言
で
︑

中
国
・
四
国
や
九
州
な
ど
で
広
く
︿
伝
聞
﹀
用
法
が
認
め
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
︒

⑫

先
行
研
究
は
︑
～
ゲ
ナ
リ
形
容
動
詞
の
意
味
を
︑
﹁
客
観
性
の
強
い
状
態
的
意
味
﹂

︵
村
田
二
〇
〇
五
︶
︑
﹁
対
象
の
状
態
を
描
写
す
る
﹂
︵
青
木
一
九
八
一
︶
と
説
明
す
る
︒

⑬

﹁
能
︵
謡
曲
︶
﹂
で
も
︑
﹁
～
ア
リ
ゲ
ニ
候
﹂
が
多
用
さ
れ
る
︒
存
在
動
詞
と
繫
辞

が
あ
り
︑
殆
ど
が
終
止
用
法
と
い
う
抄
物
と
同
じ
様
相
を
示
す
︒
使
用
は
︑
﹁
詞
﹂

と
い
わ
れ
る
散
文
部
分
に
限
ら
れ
︑
シ
テ
と
ワ
キ
と
の
問
答
に
多
い
︒

⑭

大
鹿
︵
二
〇
〇
四
︶
で
﹁
潜
勢
状
態
﹂
と
呼
ば
れ
る
︒
現
代
語
の
﹁
ヨ
ウ
ダ
﹂
が

表
す
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
一
つ
︿
様
態
﹀
︑﹁
話
者
が
自
ら
の
感
覚
に
よ
っ
て
直
接
捉
え
た

事
態
の
様
子
を
述
べ
る
﹂︵
岡
部
二
〇
一
一
︶
と
は
︑
疑
問
文
に
で
き
る
点
で
異
な

る
︵
例
﹁
＊

雨
が
降
る
よ
う
か
︒﹂︶
︒

⑮

青
木
︵
二
〇
〇
七
︶
は
︑
連
体
形
に
後
接
す
る
こ
と
で
テ
ン
ス
が
分
化
で
き
︑
個

別
の
事
態
の
存
否
に
関
わ
る
判
断
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
と
考
察
す
る
︒
し
か
し
︑

こ
の
種
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
は
事
態
の
存
在
を
前
提
と
し
た
判
断
を
表
し
︑
過
去
に

あ
る
事
態
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
や
︑
未
だ
存
在
し
な
い
事
態
の
想
定
は
表
さ
な
い
︒

⑯

村
田
︵
二
〇
〇
五
︶
に
よ
る
と
︑﹁
形
容
動
詞
語
幹
＋
～
ゲ
ナ
リ
﹂
の
派
生
例
は
︑

平
安
期
に
は
﹁
あ
は
れ
げ
な
り
﹂﹁
あ
た
た
か
げ
な
り
﹂
等
︑
ご
く
僅
か
で
あ
る
︒

⑰

当
期
に
は
他
に
︑﹁
不
定
げ
な
り
﹂︵
宇
治
拾
遺
物
語
︶︑﹁
閑
散
げ
な
り
﹂
・﹁
存
外

げ
な
り
﹂・
﹁
大
事
げ
な
り
﹂
︵
以
上
︑
古
今
著
聞
集
︶︑﹁
等
閑
げ
な
り
﹂︵
延
慶
本
平

家
︶︑﹁
徒ト

然ゼ
ン

げ
な
り
﹂
︵
百
二
十
句
本
平
家
︶
と
い
っ
た
語
も
見
ら
れ
る
︒

⑱

﹁
ク
ツ
チ
ゲ
ナ
ル
程
ニ
﹂
と
い
う
一
節
は
︑
梵
舜
本
︵
江
戸
初
期
書
写
︶
に
の
み

見
え
︑
諸
本
に
は
見
え
な
い
と
い
う
︵
日
本
古
典
文
学
大
系
頭
注
︶
︒
し
た
が
っ
て
︑

中
世
室
町
期
に
お
け
る
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
意
味
・
用
法

一
八
三



鎌
倉
期
よ
り
や
や
時
代
が
下
る
可
能
性
が
あ
る
︒

⑲

﹁
ア
ル
﹂﹁
デ
ア
ル
・
ヂ
ャ
﹂﹁
よ
い
﹂
等
で
︑﹁
連
用
形
・
語
幹
＋
～
ゲ
ナ
リ
﹂
と

﹁
終
止
・
連
体
形
＋
ゲ
ナ
﹂
と
で
意
味
・
用
法
に
殆
ど
差
が
な
く
前
者
が
残
存
す
る

の
は
︑
こ
れ
ら
の
語
彙
的
な
意
味
に
よ
っ
て
﹁
連
用
形
・
語
幹
＋
～
ゲ
ナ
リ
﹂
で
も
︑

抄
物
﹁
ゲ
ナ
﹂
に
近
い
判
断
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
︒

使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
※
引
用
に
際
し
て
は
︑
私
に
句
読
点
を
施
し
︑
漢
字
は
概
ね
通
行
の
字
体
に

統
一
し
た
︒

○
宇
津
保
物
語
・
源
氏
物
語
・
梁
塵
秘
抄
・
沙
石
集
⁝
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
︵
小

学
館
︶

○
愚
管
抄
・
古
今
著
聞
集
・
平
治
物
語
・
覚
一
本
平
家
物
語
⁝
日
本
古
典
文

学
大
系
︵
岩
波
書
店
)

○
教
訓
抄
⁝
日
本
思
想
大
系
︵
岩
波
書
店
)

○
塵
袋
⁝
﹃
印

融
自
筆
本
重
要
文
化
財
塵
袋
と
そ
の
研
究
﹄︵
勉
誠
社
)

○
延
慶
本
平
家
物
語
⁝
北
原

保
雄
・
小
川
栄
一
編
﹃
延
慶
本
平
家
物
語

本
文
編
﹄︵
勉
誠
社
)

︿
抄
物
﹀
○
史
記
桃
源
抄
・
蒙
求
抄
⁝
抄
物
資
料
集
成
︵
清
文
堂
出
版
)

○
杜
詩
続
翠

抄
・
漢
書
列
伝
竺
桃
抄
⁝
続
抄
物
資
料
集
成
︵
清
文
堂
出
版
)

○
毛
詩
抄
⁝
﹃
林
宗

二
林
宗
和
自
筆

毛
詩
抄
﹄
臨
川
書
院

○
応
永
二
十
七
年
本
論
語
抄
・
四
河
入
海
・

玉
塵
抄
⁝
抄
物
大
系
︵
勉
誠
出
版
)

○
邦
訳
日
葡
辞
書
⁝
森
田
武
他
編
訳
﹃
邦
訳
日

葡
辞
書
﹄︵
岩
波
書
店
)

○
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
⁝
土
井
忠
生
訳
注
﹃
ロ
ド
リ
ゲ

ス
日
本
大
文
典
﹄︵
三
省
堂
)

参
考
文
献

青
木
博
史
︵
二
〇
〇
二
︶﹁
古
代
語
に
お
け
る
﹁
句
の
包
摂
﹂
に
つ
い
て
﹂﹃
国
語
国

文
﹄
71
︱

;

青
木
博
史
︵
二
〇
〇
七
︶﹁
近
代
語
に
お
け
る
述
部
の
構
造
変
化
と
文
法
化
﹂﹃
日
本
語

の
構
造
変
化
と
文
法
化
﹄
ひ
つ
じ
書
房

青
木
伶
子
︵
一
九
八
一
︶﹁
随
筆
の
語
彙

︱
徒
然
草
﹂﹃
講
座
日
本
語
の
語
彙

B

中
世
の
語
彙
﹄
明
治
書
院

漆
谷
広
樹
︵
一
九
八
八
︶﹁﹁
形
容
動
詞
﹂
語
幹
構
成
要
素
の
﹁
ゲ
﹂
に
関
す
る
一
考

察
﹂﹃
専
修
国
文
﹄
42

大
鹿
薫
久
︵
一
九
九
三
︶
﹁
﹁
だ
ろ
う
﹂
を
述
語
に
も
つ
文
に
つ
い
て
の
覚
書
き
﹂﹃
日

本
文
芸
研
究
﹄
45
︱

�

大
鹿
薫
久
︵
一
九
九
五
︶
﹁
本
体
把
握

︱
﹁
ら
し
い
﹂
の
説

︱
﹂﹃
宮
地
裕
・
宮
地

敦
子
先
生
古
稀
記
念
論
集

日
本
語
の
研
究
﹄
明
治
書
院

大
鹿
薫
久
︵
二
〇
〇
四
︶﹁
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
文
法
史
的
に
見
る
﹂
﹃
朝
倉
日
本
語
講
座

�
・
文
法
Ⅱ
﹄
朝
倉
書
店

奥
田
靖
雄
︵
一
九
八
四
・
一
九
八
五
︶﹁
お
し
は
か
り
︵
一
︶
﹂﹁
同
︵
二
︶﹂﹃
日
本
語

学
﹄
�
︱

12
︑
B
︱

�

岡
部
嘉
幸
︵
二
〇
一
一
︶﹁
現
代
語
か
ら
み
た
江
戸
語
・
江
戸
語
か
ら
み
た
現
代
語

︱
ヨ
ウ
ダ
の
対
照
を
中
心
に
﹂
金
澤
裕
之
︑
矢
島
正
浩
編
﹃
近
世
語
研
究
の
パ

ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ

︱
言
語
文
化
を
ど
う
捉
え
る
か
﹄
笠
間
書
院

金
水
敏
︵
二
〇
一
一
︶﹃
シ
リ
ー
ズ
日
本
語
史
�

文
法
史
﹄
岩
波
書
店
︵
第
�
章
︑

統
語
論
)

佐
田
智
明
︵
一
九
七
二
︶
﹁
中
世
末
期
の
﹁
サ
ウ
ナ
﹂
に
つ
い
て
﹂﹃
北
九
州
大
学
開
学

二
十
五
周
年
記
念
論
文
集
﹄

進
藤
善
治
︵
一
九
七
七
︶
﹁
接
尾
語
﹁
げ
﹂
の
語
義
構
成
上
の
性
質
﹂﹃
東
海
学
園
国
語

国
文
﹄
11

仙
波
光
明
︵
一
九
七
六
︶﹁
終
止
連
体
形
接
続
の
﹁
げ
な
﹂
と
﹁
さ
う
な
﹂

︱
伝
聞

用
法
の
発
生
か
ら
定
着
ま
で

︱
﹂﹃
佐
伯
博
士
喜
寿
記
念
国
語
学
論
集
﹄
表
現

社

坪
井
美
樹
︵
一
九
八
一
︶
﹁
形
容
動
詞
活
用
語
尾
と
断
定
の
助
動
詞

︱
歴
史
的
変
遷

に
お
け
る
相
違
の
確
認

︱
﹂﹃
馬
渕
和
夫
博
士
退
官
記
念

国
語
学
論
集
﹄
大

修
館
書
店

中
世
室
町
期
に
お
け
る
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
意
味
・
用
法
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四



土
井
忠
生
︵
一
九
三
八
︶﹁
近
古
の
語
法
﹂﹃
国
語
と
国
文
学
﹄
15
︱

10

野
村
剛
史
︵
二
〇
〇
三
︶﹁
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
の
分
類
﹂﹃
国
語
学
﹄
212

野
田
晴
美
︵
一
九
九
七
︶﹃﹁
の
︵
だ
︶﹂
の
機
能
﹄
く
ろ
し
お
出
版

益
岡
隆
志
︵
一
九
九
一
︶﹃
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
文
法
﹄
く
ろ
し
お
出
版

村
田
菜
穂
子
︵
二
〇
〇
五
︶﹃
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
語
彙
論
的
研
究
﹄
和
泉
書
院

森
山
卓
郎
︵
一
九
九
二
︶﹁
日
本
語
に
お
け
る
推
量
を
め
ぐ
っ
て
﹂﹃
言
語
研
究
﹄
10

森
田
良
行
︵
一
九
八
〇
︶﹃
基
礎
日
本
語

�
﹄
角
川
書
店

山
田
潔
︵
二
〇
〇
一
︶﹃
玉
塵
抄
の
語
法
﹄
清
文
堂
出
版

山
田
潔
︵
二
〇
一
〇
︶﹁
抄
物
に
お
け
る
助
動
詞
﹁
げ
な
﹂
の
用
法
﹂﹃
近
代
語
研
究
﹄

15

山
本
佐
和
子
︵
二
〇
一
二
ａ
︶﹁﹁
ツ
ベ
イ
﹂
と
﹁
ツ
ベ
シ
イ
﹂

︱
助
動
詞
﹁
ベ
シ
﹂

の
シ
ク
活
用
化
に
つ
い
て

︱
﹂﹃
日
本
語
の
研
究
﹄
C
︱

+

山
本
佐
和
子
︵
二
〇
一
二
ｂ
︶﹁
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
﹁
ラ
シ
イ
﹂
の
成
立
﹂﹃
日
本
語
文

法
史
研
究
﹄
+

湯
沢
幸
吉
郎
︵
一
九
二
九
︶﹃
室
町
時
代
の
言
語
研
究
﹄
大
岡
山
書
店

︹
付
記
︺

本
稿
は
︑
二
〇
〇
六
年
四
月
の
京
都
府
立
大
学
大
学
院
の
授
業
で
の
報
告
以

来
︑
二
〇
一
二
年
度
日
本
語
学
会
秋
季
大
会
︵
二
〇
一
二
年
一
一
月
四
日
︑
於

富
山
大
学
︶
の
口
頭
発
表
︑
二
〇
一
八
年
度
春
季
同
志
社
大
学
国
文
学
会
︵
二

〇
一
八
年
六
月
︶
の
講
演
等
で
報
告
さ
せ
て
頂
き
︑
大
幅
な
改
訂
を
経
て
な
っ

た
も
の
で
す
︒
各
席
上
で
貴
重
な
御
意
見
を
数
多
く
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
深
く

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
︒

中
世
室
町
期
に
お
け
る
﹁
ゲ
ナ
﹂
の
意
味
・
用
法

一
八
五


